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吉田茂首相の側近として戦後復興に尽力　を開催して広く協力を呼び掛け、募金活動
した東］ヒ電力初代会長の白洲次郎氏（1902　も展開する。
一・85年）が、蔵王温泉スキー場（山形市）

に建てたスキーロッジ「ヒュッテ・ヤレン」
を再整備しようと、軒のNPO法人が活
動を始めた。12月に蔵王で観光フォーラム

白洲次郎氏が建てたスキーロッジ
＝山形市の蔵王温泉スキー場

東京のNPO

募金も
展　開来月10日フォーラム

次
郎
の
山
荘
再
整
備

山
形
県
内
で
ま
ち
お
こ
し

活
動
を
行
う
東
京
の
N
P
O

法
人
「
元
気
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
」

が
、
現
在
「
三
宅
山
荘
」
の

名
で
ロ
ッ
ジ
を
所
有
す
る
民

間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
大
泉

ス
ワ
ロ
ー
体
育
ク
ラ
ブ
」
（
東

京
都
）
と
協
力
し
、
整
備
計

画
を
進
め
て
い
る
。

ロ
ッ
ジ
は
上
の
台
ゲ
レ
ン

デ
近
く
に
あ
り
、
木
造
2
階
、

床
面
積
約
7
0
平
方
㍍
の
こ
ぢ

ん
ま
り
と
し
た
建
物
。
N
P

O
の
矢
口
正
武
代
表
は
「
当

時
の
先
端
の
技
術
が
使
わ
れ

て
お
り
、
白
洲
氏
が
残
し
た

建
物
と
し
て
歴
史
的
、
文
化

的
な
価
値
が
高
い
」
と
強
調

する。蔵
王
温
泉
観
光
協
会
な
ど

に
よ
る
と
、
ス
キ
ー
好
き
な

白
洲
氏
は
1
9
5
1
年
に
東

北
電
力
初
代
会
長
に
就
任

後
、
「
蔵
王
を
東
洋
の
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
（
ス
イ
ス
）
に
し

よ
う
」
と
地
元
に
ス
キ
ー
場

開
発
を
熱
心
に
働
き
か
け
た

と
い
う
。

同
年
に
は
ロ
ッ
ジ
を
建

設
。
三
重
窓
や
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
な
ど
高
い
機
能
性
を

備
え
、
多
く
の
電
化
設
備
も

施
し
「
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
」

と
命
名
し
た
。
矢
口
代
表
に

ょ
る
と
、
「
（
ス
ヰ
ー
を
）

ヒ
ユ
ー
と
、
や
れ
ん
」
と
の

意
味
を
込
め
て
ド
イ
ツ
語
風

の
名
前
に
し
た
と
い
う
説
が

有
力
と
い
う
。

ロ
ッ
ジ
は
こ
こ
1
0
年
ほ
ど

使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
老
朽

化
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
活

動
に
は
県
内
の
財
界
人
で

つ
く
る
「
白
洲
次
郎
を
語
る

山
形
の
会
」
や
蔵
王
温
泉
観

光
協
会
も
協
力
し
、
白
洲
氏

が
山
形
に
残
し
た
足
跡
を

守
る
。
募
金
の
集
め
方
な
ど

は
今
後
、
具
体
的
に
検
討
す

る。
矢
口
代
表
は
「
内
部
を
資

料
館
と
し
て
公
開
し
た
り
、

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
保

存
、
活
用
し
た
り
す
る
た
め
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
求
め

た
い
」
と
訴
え
る
。

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
1
2
月

1
0
日
午
後
l
時
半
か
ら
蔵
王

体
育
館
で
開
か
れ
る
。
専
門

家
の
診
断
に
よ
る
建
物
の
現

状
を
報
告
し
、
蔵
王
の
観
光

振
興
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
と

意
見
交
換
す
る
。
参
加
費
1

0
0
0
円
。
フ
ァ
ク
ス
か
メ

ー
ル
で
参
加
申
し
込
み
が
必

考
締
め
切
り
は
今
月
2
5
日
。
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